
　令和３年度より建替工事を行ってまいりました新社屋が令和５年３月に完成いたし

ました。災害発生時は全国から赤十字スタッフが集結するなど救護活動の拠点となる

ほか、年間を通じて防災や応急手当などが体験できる施設として、地域に密着した活

動にも取り組んでまいります。見学も受け付けておりますので、新しく生まれ変わっ

た赤十字施設にぜひお越しください。

新社屋は、動画でもご覧いただくことができます。

令和5年7月
発　　 行

新社屋竣工記念特集
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地域に寄り添い、人と人とをつなぐ新拠点地域に寄り添い、人と人とをつなぐ新拠点
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災害救護活動やボランティア活動の拠点としての役割を果たします

　日本赤十字社新潟県支部は1887年（明治20年）に県庁内に設置され、
1904年（明治37年）西堀通三に移転しました。1908年（明治41年）の新潟市
大火により消失した支部事務所は、1911年（明治44年）に営所通二番町の
地に移転改築し63年間活動を続けました。救護員養成所を併設し、当時は、
その後看護婦寄宿舎も増設され支部診療所も開設されていました。
　1965年（昭和40年）には血液センターが発足し、1974年（昭和49年）に関
屋下川原町１丁目の現有地（新潟市水道局浄水場跡地）へ移転しました。

　その後50年余り、旧社屋において業務にあたっておりましたが、近年は、
建物の経年劣化や建築耐震性の見直しに伴い、毎年のように補強・修繕や設
備機器の更新が行われ、さらには2020年（令和２年）に血液センターが中央区
美咲町に移転し、新潟県支部の本部機能だけでは建物の維持に困難をきたす
ため、現有地での建替を決断しました。2020年（令和２年）には建築に向けて
の設計者選定のプロポーザルを行い、設計者として新潟市建築設計協同組合
を特定しました。また、2021年（令和３年）の基本・実施設計後、入札を経て
清水建設（株）と契約を行い、既存施設の解体と新社屋の建設に着手し、2023
年（令和５年）３月に竣工しました。

関屋下川原町にあった旧社屋
昭和48年建設工事着手　昭和49年６月完成

営所通二番町にあった社屋
明治43年建設工事着手　明治44年６月完成

日本赤十字社新潟県支部 建物の遍歴

災害救護活動やボランティア活動の拠点としての役割を果たします

●クロスホール・ラウンジ／災害時には、クロスホールとクロスラウンジを一体化させて災害対策室を設置します。
●災害救護倉庫／倉庫には、災害時に被災者にお届けする救援物資や救護資機材を保管しています。

●ボランティアルーム1・2／ボランティアの活動拠点として災害時には赤十字防災ボランティアセンターを設置します。

●クロスラウンジ／赤十字紹介パネルなどの展示やイベントなどのスペースとして活用します。

●屋外（外構）／災害時には、屋外にテント（仮設救護所）を設置、平時は災害救護訓練や防災体験教室などを実施し、
　赤十字活動の未来を支える人材を育成します。

備える

協働く

伝える

育  む

２階フロア

1階フロア

会議室

吹き抜け電気室 日本赤十字社
新潟県支部

災害救護倉庫

クロスホール 応接室燃料室 ボランティア
ルーム1

ボランティア
ルーム2

資材庫

配送作業室 災害救護倉庫

クロスラウンジ1
クロスラウンジ2

日本赤十字社新潟県支部  　　新社屋の発災に備えた機能

新社屋は１．５倍の強度
のある地震に強い建物
です

耐震性
新潟県支部事務室は
災害時に災害対策本
部になり災害対応を行
います

災害対策本部
津波発生の恐れがある
時に屋上が周辺住民の
一時避難場所になり
ます

津波避難
クロスホールは大規模
災害時に大勢の災害対
応チームが活動する災
害対策室となります

災害対策室
クロスホールは大地震
に天井材が落下しても
安全な軽い天井材を
使っています

安全天井

ボランティアルームは日
赤活動を支援する日赤
奉仕団の活動スペース
です

ボランティアルーム
資材庫には各種講習会
で使用する体験用講習
資材を保管しています

資材庫
倉庫には災害時に被災
者を支援する救援物資
が保管されています

災害救護倉庫
ボランティアルームの
キッチンは災害時の炊
きだし体験や実際の炊
きだしに活用します

キッチン
発電機は停電時に電気
をつくり建物全体で利
用できます

発電機

燃料室には発電機を動
かすための燃料を保管
しています

軽油タンク
災害時に水道の代わり
に井戸水を利用できる
ポンプを設置しています

井戸ポンプ
トイレは災害時に井戸
水で排泄物を流すこと
ができます

トイレ
シャワールームは断水
時に井戸水でシャワー
がつかえます

シャワー
外部には災害時に排泄
物がためられる汚水槽
があります

汚水槽
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